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Abstract 

The distribution and densities of staIk-eyed flies (Diptera: Diopsidae) were investigated using an insect net and sticky甘apboards with and without mashed 

banana between 2011 and 2013 at the Okinawa Islands (mainland Okinawa and Kume Island) and Sakishima Islands (Ishigaki， Iriomote， and Yonaguni 

islands)， which are part ofthe Ryuk刊 Islands.The investigation revealed血atthe highest population densities of Sphyracephala detrahens， which was a 

kind ofs句Ik-eyedflies， occurred on Ishigaki Island followed by Iriomote Island. No flies were observed on mainland Okinawa， Kume Island， or Yonaguni 

Island. Year-round emergence of adult flies was confirmed on Iriomote Island. Although白eadult flies were at甘'actedto mashed banana，出eysoon become 

satiated. The eye spans and eye staIks ofthe adult flies collected in July on Iriomote Island were significantly shorter than those ofthe adult flies collected on 

Ishigaki Island. Seasonal changes， but not yearly， were observed among adult flies on Ishigaki Island. Y indices [YID = eye spanl(2 x eye stalk length)] of 

出eadults were in the range ofO.96--0.98， which were nearly equal to the maximum value of 1. No fungi ofthe order Laboulbeniales wer芭foundon279 

adult flies using a dissecting microscope. 
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(和名仮称:コデメパエ)等，何種類かが分布しているが，

特にオオデメパエがイネで多発している判)
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はじめに

シュモクパエ類(シュモクパエ科， Diopsidae) は，一対の

長い眼柄を持ち，それらの先端に複眼があるとし、う特異な形

態をしており，アフリカやアジアを中心に分布している.シ

ュモクパエ類は 12の形態的特徴を有しており，世界で約 160

種が分布している 1) 日本では，先島諸島に属する石垣島で

採集されたシュモクパエ類の一種がヒメシュモクパエ

Sphyrac申 haladetrahensとして初めて報告された 2) シュモク

パエ類は特異な形態ゆえに関心を引きやすく，生物多様性を

示す指標生物になり得ることが期待されるが，琉球諸島(沖

縄諸島，先島諸島)における分布状況調査や生態解明は十分

には行われていない.

アフリカに分布するオオデメパエやコデメパェには，高密

度でラブ、ルベニア菌(ラブルベニア目菌類， Labou1benia1es) 

が寄生しているの.ラブルベニア菌は昆虫の外部寄生菌で，

主にコウチュウ自の昆虫に寄生するが，ハエ目でも確認され

ているめ.寄生した寄主見虫に強いダメージを与えることは

ない 9) しかし，見虫の寿命や行動への影響は明らかではな

い.特定の昆虫との結びつきが強く，ヒメシュモクパエにも

特異的なラブ、ルベニア菌が確認される可能性がある.また，

見虫と寄生菌との関係に基づいた生物多様性の指標見虫とし

ての研究例はほとんどなく，生物学的にも興味深い.

ヒメシュモクパエは害虫ではないが，アフリカにはイネ害

虫として知られている多くの種が分布している 3) 東アフリ

カのウガンダには，シュモクパエ類として大型の Diopsis

longicornis (和名仮称:オオデメパエ)と小型の Diopsisapicalis 

そこで，シュモクパエ類を対象として，琉球諸島において

3年間にわたり，発生種の確認と分布密度の解明，ラブルベ

ニア菌寄生の確認，さらにトラップ調査法の確立，生態解明，

形態解明等に関する調査と観察を行った.その結果，一定の

知見を得たので報告する.

調査方法
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1.分布密度調査

(1 )調査場所と調査時期

調査を行った島，調査の地点と時期を Table1に示す琉球

諸島に位置する沖縄諸島に属する沖縄本島，久米島，および

先島諸島に胤する石垣島，西表鳥，与那国島で調査を行った.

沖縄本島では源河)11(Oki-I)，比地)11 (Oki-2)，与丹Il川1(Oki-3)， 

辺野喜)11(Oki-4)，奥)11(Oki-5)，久米島で、は白i頼)111 (Ku-I)， 

白i頼)112 (Ku-2)， 白瀬)113 (Ku-3)， r南地)111 (Ku-4)， rl南地

川 2 (Ku-5)，石垣島では名蔵 I(Ishト1)，名蔵 2 (lshi-2)，伊

土名 1(lshi-3)，大浦 (Ishi-4)，伊土名 2(lshi-5)，安良岳 (Ishi-6)， 

星野 (lshi-7)，西表島では白浜 (1ri-I) ，船浦 (Iri-2)，大見謝

(lrト3)，美原 I(Iri-4)，美原 2(Irト5)，与那国島では祖納 (Yo-I)， 

桃田原)111 (Yo-2)，比川 I(Yo-3)，久部良(Yo-4)，桃田原)11 2(Yo-5)， 

比川12(Yo-6)，アラパガナ(Yo-7) を調査地点とした.

これらの島には，琉球諸島の中では比較的高い山と大小の

河川|があり， ヒメシュモクパエ等のシュモクパエ類が分布し

ている可能性が高いと判断された.河川|の流域において，河

口付近の汽水域を避け，河口から離れた山に近い場所や山中

に調査地点を設けた.全体として 29地点において， 2011-2013

年の 3年間にわたって調査した.

(2)すくい取り調査

成虫の分布密度や生息場所を調査するため，各調査地点で

すくい取り調査を行った.川岸や中洲の岩石，川|の流れの中

Table 1. Invesligaled siles in tive islands of Okin飢叩 sllrveyedin 20 I I 

2013 

Sites Abbre 
Dale investigated 

Island 
Investlgated vlati011 201 1 20122013 

J1I1y Nov Dec JlIne Nov May Nov 

Genkaga、四 Oki-I 17-18 

Mainland 1-1ichikav四 Oki-2 17-18 

Okinaw匂
Yonagawa Oki-3 17-18 

ト1enokiga、四 Oki-4 17-18 

Okugawa Oki-5 17-18 

Sh irasega¥¥.司 1Ku-1 20-21 

Shiraseg，郡田 2KlI-2 20-21 

KlIme Shirasegawa 3 KlI-3 20-21 

Urachiga、咽 1Ku-4 20-21 

Urachigm¥匂 2KlI-5 20-21 

agura 1 Ishiーl 24-25 1-2 18-120-21 25-27 

Nagllra 2 Ishi-2 24-25 1-2 18-120-21 25-27 

Ilon1l 1 Ishi-3 24-25 1-2 18-120-21 25-27 

Ishigaki Ohllra Ishi-4 24-25 1-2 18-120-21 25-27 

Ilona 2 Ishi-5 18司 120-21 25-27 

YaslIradake lsh i-6 25-27 

1-10shino Ishi-7 25-27 

Shirahama lrトl 20-23 17-19 

FlU1allra lri-2 20-23 17-19 

1riomole Ohomija Iri-3 20-23 17-19 

ルlihara1 lri-4 20-23 17-19 

Mihara 2 lri-5 17-19 

Sonai Yo-1 28-30 16-17 

Momolabara Yo-2 28・30

¥-likawa 1 Yo-3 28-30 16-17 

YonaglU1i Kubera Yo-4 28-30 

ルlomotabara.Yo-5 16-17 

Hika桃色 2 Yo-6 16-17 

Arabagana Yo-7 16-17 

Fig. 1. Sticky traps with mashed banana (Ieft) and withoul (right) 

にある水面に出ている岩石や土のう等と川岸に生育している

他物(木本植物と草木1植物)を対象とし，直径 36cmの捕虫

網をランダムに 20回(10往復)振った.各調査地点におい

て，各調査時に 20回振りを 2-3反復で、行った，すくい取った

サンプノレを冷凍処理して補強した昆虫等を死亡させた後， ピ

ンセットで爽雑物を除き，ノレーペを用いてシュモクパエ類成

虫の捕獲個体を計数した.

各調査時には岩石，土のうあるいは植物の上において，す

くい取り調査と ともに成虫の有無を目視調査した.成虫を確

認した場合には，行動を観察した 石垣島の調査地点大nli

(Ishト4)では，樹木の葉上で多くの成虫を確認したので，ビ

デオ線影し，行動を解析した.

(3)トラップ調査

分布密度を調査するため，各調査地点でトラップ調査 (Fig.

1 )を行った.成虫の誘引源としてバナナ(手でつぶしたバナ

ナ約 50g) をアイスクリームカップ(口径 8cm，深さ 4cm) 

に入れ，粘着板 (27.5cm x 21.5 cm) の中央に置いたトラッ

プを「バナナ粘着トラップ」とし，カップ入りのバナナ無し

の粘着板 (27.5cm x 21.5 cm) を「粘着トラップJとした

それらを調査地点において，岩石や土のうの上へ 2-3台ずつ

設置し，調査期間中に捕獲個体数を毎回数えた.

トラップ調査とは別に手でつぶしたバナナを調査地点の岩

石の上に適宜置き ，成虫の飛来状況を目視で観察した.

2.年開発生消長調査

商表島の調査地点白浜 (Iri-I)において， Iバナナ粘着 トラ

ップ」と f粘着トラップ」を用い，2012年 3月から 2014年 2

月まで、成虫の発生消長調査を定期的に行った 毎月 2回，数

日間同トラップを 2台ずつ設置し，成虫の捕獲個体数を調査

した.バナナ粘着 トラップと粘着トラップでの捕獲数を月ご

とに平均し，年開発生消長を明らかにした.

3.成虫の形態測定とラブ、/レベニア菌の寄生状況調査

調査時に採集した成虫を対象として，眼幅(複眼の先端聞

の11癌)と限柄長(頭部の中央から複眼の先端までの長さ)を

実体顕微鏡下で測定した.また， 眼III~ と 11良柄長の測定値から

眼柄の Y字型度 (yindex: YfD)を次式から求めたの.こ こで，

O豆 YID孟 lで， YID= 1 の場合に眼III~は最大となる .

YlD 眼幅/(2 x 11艮柄長)

さらに，採集した成虫 279頭を対象とし，ラブノレベニア菌の
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苓生状況を実体顕微鏡下で調査した.

結果および考察

1.分布密度

沖縄本島，久米島，西表島，石垣島，与那国島におけるシ

ュモクパエ類の分布状況を Table2に示す.分布種はすべてヒ

メシュモクパエ Sphyracephaladetrahen白5で，石垣島の 6地点

と西表鳥の 4地点で分布を確認した.一方，沖縄本島，久米

島，与那国島ではし、すごれの調査地点においても分布を確認で

きなかった.

ヒメシュモクパエは，石垣島と商表島に分布していたが，

同じ先島諸島に属し，地形的にも山や河川があ り， 分布して

いる可能性が高いと恩われた与那国島には分布していなかっ

た さらに，本種は沖縄本島や久米島にも分布 していなかっ

Table 2. Exisitance ofstallく-eyedtlies (Diopsidae)。

Is land Abbreviation 1) 
Existance + 1 

2) 
Absence -

Okiーl

Oki-2 

Main Okinawa Oki-3 

Oki-4 

Oki-5 

1く1I-1

KlI-2 

KlI-3 

KlI-4 

KlI-5 

Ishi-I 

Ishi-2 

Ishi-3 

Ishi-4 

Ishi-5 

Ishi-6 

Ishi-7 

KlIllle 

+ 

十

+

+

+

+
一+

lshigaki 

lri-I 

Lri-2 

Iri-3 

Iri-4 

Lri-5 

Yo-I 

Yo-2 

Yo・3

Yonagllni Yo-4 

Lriolllote + 

十

+ 

ξ
J

f

h
v

づ
，

h

h

h

 
l) Abbreviations are the san官 asin Table 1 

2) Sphyracepha/a detrahens， a kind ofstallく吋ed

Ilies， was con fU.llled 
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Table 3. NlIlllbers ofSphyracephala delrahens adults captured with an insect 

l1et and by traps. 

No. ofadults 120 
No. ofadults 1丁目p

Islal1d Date o ，，，oo，，;，，NO1) sweepmgs 

O11 rock
2
) On口lal1t

2
)

lshigaki JlIly 2011 0 (Rock & plant) 

0.04土 0.20
Dec 2011 

(Rock & plant) 

JlIne 2012 0 0 

Nov 2012 0.60土1.31 0.05土0.22

With banan/) Witholl(
2
) 

4.50土 6.14 5.50土 7.78

8.13土 12.72 1.50土 2.78

3.60土 7.46 1.20土 2.70

18.50土 35.93 6.40土 13.47

Nov 2013 2.32土7.34 0.47土1.52 48.15土78.97*3) 5.55土l2.99

IriollloteJlIly2011 O(Rock&plant) 0.8700 1.84 4) 

Nov 2012 0 0 4.35土 13.66 0.3300 0.72 

1) Sweepings with an il1sect net (36 Clll in d旧Illeter)

2) Average土 SD

3) The averages with and w仙 OlltIllashed banana in Novelllber 2013 are 

slgnl日cantly出仇 rentat 5% level by Stlldel1t's t-test 

4) Not il1vestigated 

た Sphyracephala属のシュモクパエ類は東南アジアに広く分

布しているが，その一種であるヒメシュモクパエの北限は石

垣島北部と推定された.各種の昆虫，特に小昆虫の風による

移動の実態が明らかになりつつあるが，ヒメシュモクパエの

移動についてはまったく 知見がない.

岩石や植物でのすくい取りや トラップによる成虫の捕獲個

体数を 百bl巴3に示す.捕獲個体数から推定した分布密度は，

石垣島での方が西表島より高かった 石垣島で捕獲個体数が

多かった調査地点は大111J(lshi-4) と伊土名 2 (Ishi-S)であっ

たが，景観はかなり異なっていた (Fig.2). 大浦では，樹木

は茂っていたが，コンクリー卜の護岸が作られていた.また，

川に土のうが設置されており，何原は狭く，岩石も少なかっ

た.しかし，土のうとその近くの樹木で多くのヒメシュモク

パエ成虫を観察できた.一方，伊土名 2は樹木が生い茂った

山中で， 護岸もない自然な流域で，岩石が多かった.岩石上

で多くの成虫を観察することができた.大浦，伊土名 2のい

ずれでも水量は少なかったが，7Jcの透明度は大浦の方が低か

った.

すくい取り調査は成虫の生息場所を推定するのに有効であ

ったが，ランダムにすくい取るため，効率的な捕獲はできな

かった.調査地点における岩石上や植物上での観察において，

多くの成虫が見られた場所では，すくい取りでも成虫を捕獲

Fig. 2. Il1vestigated sites on lshigaki Island: Ohollra， Jshi-4 (Ieft) and ltona 

2， Ishi-5 (right) 
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Fig. 3. Sphyracephala detrahens adults are attracted to mashed banana 

できたが，そう でない場所では捕獲できなかった.すくい取

り調査や目視調査で成虫を確認できなかった場所でも， トラ

ップ調査では捕獲でき，有効な密度調査法といえる.

トラップによる捕獲個体数は Iバナナ粘着トラップ」での

方が「粘着 トラップ」より多い傾向がみられた (Table3).し

かし，捕獲個体数に両者による有意差が認められたのは 2013

年 11月に石垣島で行った調査においてのみで，その他の調査

で、は統計学的にはバナナの誘引効果は認められなかった.

石垣島の調査地点安良岳 CIshi-6)や西表島の調査地点白浜

(lri-l )において，初めてバナナを置いた場合には，成虫が

すぐに飛来した (Fig.3) しかし，やがて飛来しなくなった

バナナには，成虫に対しての誘引効果が最初はあるものの，

それほと守持続的で、はなかった.バナナに対する味覚飽和的な

現象が起こっていると推測された.

2.年開発生消長

西表島の白浜 (Iri-l)における定期調査の結果から得た年

間の発生消長を Fig.4に示す.平均捕獲個体数は 3月から 6

月にかけて減少 し，7月には捕獲されなかったが， 8月には再

0.6 

0.5 

三、

8 0.4 
、、
Q. 

~ 0.3 
、、
c/) 

::; 0.2 
も
<1:l 、、
o 0.1 
0 
之

0.0 

Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Oec Jan Feb 

Fig. 4. Seasonal changes in the number of Sphyracephala detrahens adults 

on Iriomote Island 

POPlllations were surveyed twice per month during March 2012 and 

February 2014 at the Investigated site Shirahama， iJ トl

Fig. 5. An adlllt Sphyrac匂7haladelrahens specimen 

Eye span (arrow) = ca. 2.8 mm 

び多数捕獲され，捕獲は 2月まで続いた.成虫の発生消長は

本種の生活史を反映しているとみなされるが，成虫以外のス

テージの発生状況は不明である.なお， この調査では，成虫

は7月には捕獲されなかったが，西表島の他の地点において

行った調査では7月に成虫の発生を確認 (Table3)しており ，

成虫は盛夏や冬季も含めて，通年発生していることが明らか

になった ヒメ、ンュモクパエ成虫の発生時期は 1月中旬から

10月下旬までで，ト3月に発生密度は高く ，9月以降は減少

すると いう報告がある 10) また シュモクパエ類成虫の寿命

は長いことが知られており ，オオデメパエ成虫で、は約 l年で

ある 1) ヒメシュモクバエの寿命に関する知見はないが，石

垣島では lト12月にも多数の成虫が観察されたことから，年

間の発生消長に関しては，成虫の寿命とも関連づけた調査が

さらに必要である

3.成虫の形態

ヒメシュモクパエの成虫は，シュモクパエ類の最も特異な

形態的特徴である一対の長い眼柄を持つ (Fig.5).アフ リカ

に生息しているオオデメバエの眼柄の形態は「出目」のよう

であるのに対し，ヒメシュモクパエの眼柄は「撞木」のよう

な形態である.

百ble4に 2011年 7月に石垣島と西表島で採集した成虫の

眼幅と眼柄長を示す 石垣島個体群の成虫の眼幅と眼柄長の

値は，西表島個体群より有意に大きかった. これらの違いが

何に起因しているのかは明らかではないが，生活環境の微妙

な違いが影響している可能性はある.

同じ石垣島個体群でも季節によって眼幅の値は有意に異な

った (Table5). 2011年には 7月個体群の成虫の値の方が 12

Table 4. Eye span and eye stalk length of Sphyracephala detrahens 

adlllts captured in Jllly 2011 in Iriomote and Jshigaki Islands 

Island NO.ofadlllts Eye span (mm) 1) Eye stalk length (mm)l) 

Ishigaki 46 3.01 I 0.37** 2) 1.55土 0.19** 2) 

hiomote 13 2.63 I 0.41 1.34土 0.22

1) Average土SD.

2) The average in each column is signi日cantlydifferent at 1% level by 

Stlldent's t-test. 
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Table 5. Eye spal1 al1d eye stalk lel1gth of SphYIαcephαIC/ 

d'elrahens adults captu問 din dilfe陀 I1tseason in Ishigaki Island 

D抑 止ご Eyespan (川

Jllly 24-25， 2011 46 3.01土0.37.
2
) 1.55土0.19.

2
)

Dec 1-2，2011 ココ 2.72土0.45 1.41士0.24

June 18-19，2012 12 2.89土0.33*2) 1.49土0.18

Nov 20-21， 2012 40 2.98"， 0.39 1.53土0.20

1) Average土 SD.

2) The averag巴ineach co lu mn il1 th巴sameyear IS slgnl日cantly

di庁erentat 5% level by Student's t-test. 

月個体群の成虫の値より大きかったが，2012年には 6月個体

群の成虫の値の方が II月個体群の成虫の値より小さかった.

したがって，暑い季節と寒い季節のどちらの成虫の眼幅の値

が大きし、かについては，一定の傾向は認められなかった.眼

柄長に関しては， 2011年のみ有意差が認められ 7月個体群

の成虫の値の方が大きかった

さらに 11月と 12月に石垣島で採集した個体群の成虫には，

限Illffi，IJ良柄長とも年次聞に有意差はなかった (Table6) 同じ

島の個体群では，これらの値は年次によって大きく変化しな

し、ものと推定された.

ヒメシュモクパエの眼柄形態の機能に関して観察した結果，

成虫同士が築上や岩石上で，眼柄を「角突き合わせるJ状態

(Fig. 6)で遭遇する ことがあった.この場合，遭遇した個体

のうちのどちらかが他方を避けることが多く ，激しく戦うよ

うな行動は稀にしか起こらなかった.東アフリカに分布する

オオデメパエはイネの茎を歩いて上下するため，成虫同士が

遭遇することが多いが，ここでも同様の行動が観察されてお

り，一種の闘争行動とみなされている 6，11)これらの行動にお

いて，眼幅の広い方が有利なようである.餌や生息場所をめ

ぐる闘争は，シュモクパエ類の行動特性とされている 1)

一方，大浦 Oshi-4)において，樹木の葉上のヒメシュモク

パエ成虫がそこにいる他個体に対し，追い払い行動をするこ

とを観察した.特に闘争的な個体が他個体を認識した場合，

その個体に突進し，追い払った これらの行動をビデオのス

ローモーション再生で確認すると，角突き合わせることもあ

ったが，後ろやf~から突進する こ ともあり，眼11幅の広さは関

係していないと考えられることも多かった.しかし，これら

の行動も縄張り争い的な闘争とみなされる.

シュモクバエ類の特異な眼柄の形態は古くから注目され，

Table 6. Eye span and eye slalk length of SphyracephC/lC/ delrahens 

adlllts captllred during 2011 and 2013 in Ishigaki Island. 

Date 
NO.of 

adults 
Eye s pan (mm) 1) 

Dec 1-2，2011 55 

Nov 20-21， 2012 40 

Nov 25-27，2013 30 

1) Average土 SD

2勾)The average釘sofeωac凶hc∞Oll川II川mn
level b句yTu此keりy-Kくra削主百加1m闇1e町E釘r内，、s1ほ巴s幻1し. 

2.72 土0.45a ヲ吋、

2.98土0.39a 

2.96土0.44a 

Eye stalk length 

(mm) 1) 

1.41土0.24aヲ-、J 

1.53土0.20a 

1.54土0.25a 

Fig. 6. SphyrC/cephC/lC/ delrahens adults facing each other (circled) 

Table 7. Y indexes (YID) of SphyracephC/lC/ delrahel1s 

adults caught in Ishigaki Island 

Date No.ofadults YLD1) 

July 24-25， 2011 46 0.98 

Dec 1-2，2011 55 0.96 

Jlll1e 18・19，2012 12 0.97 

Nov 20・21，2012 40 0.97 

Nov 25-27， 2013 30 0.96 

りEyespal1 I (2 x Eye sta1k lemglh)， 0孟 YID孟 1

生存戦略の観点から多くの研究が行われている 12-15) 成虫

の眼幅の広さに生存戦略上の意義がある場合，眼柄ができる

だけ左右に分かれている方が，同じ限柄長でも眼幅は広くな

り，有利である. n艮柄の聞き具合を示す指標 YTDは， Table 7 

に示すように 0.96-0.98と最大値の lに極めて近かったウガ

ンダのオオデメパエの場合にも，YIDは lに近かったりこ

の事実は，眼I慣が広い方が生存上有利であることを支持して

いる.

4.ラブ、ルベニア菌の寄生状況

ヒメ、ンュモクパエ成虫 279頭を実体顕微鏡下で調べたが，

ラブ‘/レベニア菌の寄生を確認で、きなかった.一方，ウガンダ

のオオデメパエで、は 29%，コデメパエで、は 9% と寄生率は，

特異的に高かった 5) ラフソレベニア菌は寄主の特定の部位に

のみ菌体が付着する 8) しかし，オオデメパエの場合B ラブ

ノレベニア菌の害生部位は腹部 (Fig.7) を中心に， 胸部(麹

を含む)，頭部 (11良柄，複眼を含む)等の部位に寄生していた.

2010年 7月の調査によると成虫に寄生した菌体の長さは 0.75

土 0.18nllilであった

Fig. 7. Labolllbeniales parasitizing on 

an abdomen ofan adlllt of Diopsis 

longicornis， a kind of stalk-eyed flies 

(arrowed). Length ofthe fllnglls 

bodies of Labolllbeniales ca. 0.75 

町1町1
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要約

琉球諸島に位置する沖縄諸島の沖縄本島，久米島および先

島諸島の石垣島，西表島，与那国島において， 20日・2013年

に捕虫網によるすくい取り調査とトラップ調査(バナナ粘着

トラップ，粘着トラップ)によって，シュモクパエ類(シュ

モクパエ科， Diopsidae)の分布と密度を調査した.分布が確

認されたのはヒメシュモクパエ Sphyracephaladetrahens 

(Diptera: Diopsidae) で，分布密度は石垣島で最も高く，西

表島がこれに次いだ.沖縄本島，久米島，与那国島には分布

していないとみなされた.西表島における年開発生消長調査

や分布密度調査によると成虫は通年発生していた.バナナに

は成虫に対する誘引効果はあったが持続的なものではなく，

バナナに対する味覚飽和的な現象も認められた. 7月に採集

した石垣島個体群の成虫の眼幅と眼柄長の値は，西表島個体

群より有意に大きかった.同じ石垣島個体群でも季節によっ

て値は異なったが.年次聞の有意差はなかった.成虫の眼柄

のY字型度 (YID=眼幅 1(2x眼柄長))は， O.何回0.98と最

大値の 1に極めて近かった.成虫 279頭を実体顕微鏡下で調

べたが，ラブ、ルベニア菌の寄生を確認、で、きなかった.
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